
防コミの歩き方たずね歩き消防団
8月30日、西区の狩場台地域において
14の防災会（自治会等）と防災福祉コミュ
ニティ本部会合同の避難所開設及び災害
対応訓練が実施されました。
参加者なんと約1,000人！
5月には地域で防災活動を考えるため

「防災セミナー」を実施し、8月の訓練では
防コミ本部会が苦心して作成した避難要領
パンフレットをもとに地域で一斉に防災訓
練をおこないました。
●「いっとき避難場所」へ
大規模広域災害を想定して、まずは各防
災会ごとに「いっとき避難場所」へ集合しま
す。
安否確認や被害の把握、避難者の確認

などをおこない、公園に設置している防災
資機材の確認などをおこないました。

●避難所開設訓練
狩場台小学校の体育館で避難所を開設、
防災会ごとの避難者の確認をし、避難所運
営の訓練を実施しました。
●災害対応訓練・応急給水訓練
災害対応訓練では、水消火器による初

期消火訓練、けがの手当てなどの救護訓
練、煙ハウスによる煙中避難訓練と地震体
験車「ゆれるん」による地震時の揺れの体
験、さらに、狩場台水源地の応急給水所
からの「水リュック」による給水訓練をおこ
ないました。
想定外の参加人数の多さに防コミ本部

会も消防職員もびっくりしながら、昨今の
防コミの活動が地域に浸透してきたことを
感じ取れる訓練となりました。
次は平成28年1月17日、春日台小学校

にて実施予定の西神ニュータウン地区の6
つの防コミによる合同総合防災訓練に参加
します。
（西消防署　地域防災調整者　小西美緒）

狩場台防災福祉コミュニティ避難所開設・災害対応訓練
中央消防団は、神戸市街地の中心部に
あたる中央区（ポートアイランド・一部地域
を除く）を管轄区域とし、第１分団から第１０
分団まで、約１５０人の団員が活躍していま
す。地域の安全・安心のため、昼夜を問わ
ず発生する災害に対応するとともに、住民
への訓練指導や防火広報など幅広い防災
活動をおこなっています。
そんな団員の皆さんは、普段仕事をこ

なしながら、災害対応や日頃の訓練、市民
への訓練指導に大忙しですが、それに加え
年に一度、夏場に全分団が参加する大規
模な訓練をおこなっています。
夏期訓練は昨年まで、市役所南側の東
遊園地で実施してきましたが、今回は初め
ての試みとして神戸市民防災総合センター
で、9月6日に実施しました。

団員・署員共にやる気をみなぎらせて迎
えた訓練当日、天候はあいにくの大雨。そ
のため、分団対抗小型動力ポンプ操法訓
練は実施できず、熱意ある団員は悔しさを
滲ませましたが、雨降る中で実施された規
律訓練や水防訓練、小型動力ポンプ取り
扱い訓練に、団員の皆さんは一致団結し
熱心に取り組みました。
また、訓練の最後には、神戸市消防団
小型動力ポンプ操法大会（11月1日開催）
に、中央消防団代表として出場する第4分
団が、雨にも負けず、多くの団員に見守ら
れながら訓練披露をおこなうなど、中央消
防団が一体となった良い訓練となりました。
今後も、地域の安全・安心のため、さま

ざまな防災活動を展開する中央消防団にご
期待ください！ （中央消防署　長澤一平）

中央消防団、雨にも負けず「夏期訓練」
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